
会
派
と
は
、
同
じ
意

見
や
考
え
を
持
つ
議
員

が
集
ま
っ
て
つ
く
る
グ

ル
ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
12
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
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文
責
は
各
会
派
に
あ
り
ま
す

会
派

意
見
の

　
令
和
最
初
の
十
二
月
議
会
が
終
わ
り
ま

し
た
。
昨
年
は
関
東
地
方
が
台
風
等
の
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
改
め
て
安
心
・
安

全
の
大
切
さ
、
普
段
か
ら
の
防
災
対
策
の

重
要
性
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
「
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

長
岡
京
」
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
二
月
議
会
で
は
、
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
・
長
岡
京
市
立
神
足
ふ
れ

あ
い
町
家
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
・
令
和
元
年
度
長
岡
京
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
な
ど
二
十
六
議
案
を

慎
重
審
議
し
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
　
　

　
一
般
質
問
で
は
、
高
齢
化
の
加
速
や
担

い
手
不
足
な
ど
の
問
題
が
山
積
す
る
農
業

で
、
解
決
策
と
な
る
農
業
振
興
や
、
緑
地

保
全
や
防
災
面
か
ら
も
重
要
な
農
地
保
全

に
つ
い
て
、
乙
訓
農
作
業
受
委
託
組
合
の

重
要
性
を
質
し
ま
し
た
。
道
の
駅
的
施
設

に
つ
い
て
は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
の
進
捗
状
況
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
都
市
と
田
園
が
調
和
し
た
魅
力
あ

る
長
岡
京
市
を
守
り
、
市
民
の
豊
か
な
暮

ら
し
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　
　
　
八
木
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

新
庁
舎
　
１
０
０
億
円
超
え
て
大
丈
夫
？

　
現
庁
舎
の
正
面
に
工
事
の
囲
い
が
立
ち
、

工
事
前
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
や
新
庁
舎
の

実
施
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
期
庁
舎
は
５
階
建
て
、
２
期
庁
舎
は

８
階
建
て
で
、
そ
の
中
に
産
業
文
化
会
館

と
保
健
セ
ン
タ
ー
も
入
り
ま
す
。
面
積
は
、

庁
舎
部
分
だ
け
で
現
在
の
１
・
５
倍
で
す
。

　
今
議
会
で
、
こ
れ
ま
で
90
・
７
億
円
だ

っ
た
建
設
費
が
、
５
億
円
以
上
増
え
96
億

円
に
な
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
設
計
費

や
備
品
等
を
合
わ
せ
１
０
０
億
円
を
超
え

る
こ
と
が
確
実
な
状
況
で
す
。
　
　
　
　

　
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、「
必
要
最
小
限

の
使
い
や
す
い
庁
舎
」「
市
民
に
判
断
の
機

会
を
」
と
く
り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
実
施
設
計
の
案
と
財
政
計
画

を
示
し
て
市
民
の
意
見
募
集
を
」
と
求
め

ま
し
た
が
、
市
は
「
こ
れ
ま
で
も
聞
い
て

き
た
」
と
否
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
広
報

に
、「
面
積
１
・
５
倍
」「
費
用
１
０
０
億

円
」
は
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
長
は
２
期
目
に
な
り
、
公
共
施
設
使

用
料
10
％
値
上
げ
（
消
費
税
課
税
）
を
行

い
、
下
水
道
使
用
料
22
％
値
上
げ
も
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
税
の
使
い
方
に
つ
い
て
、

も
っ
と
市
民
と
対
話
す
べ
き
で
す
。
　
　

　

　
令
和
元
年
十
二
月
定
例
会
で
は
、
約
七

億
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
約

二
百
九
十
億
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
般

質
問
で
は
、
宮
小
路
議
員
か
ら
「
経
済
的

理
由
に
よ
る
教
育
格
差
」
「
不
登
校
児
童

の
教
育
支
援
」
「
公
共
施
設
再
編
整
備
構

想
に
お
け
る
学
校
施
設
」
の
三
項
目
、
進

藤
議
員
か
ら
「
事
業
コ
ス
ト
削
減
」
の
一

項
目
、
冨
田
議
員
か
ら
は
「
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
政
策
立
案
」
「
放
置
自
転
車
を

防
ぐ
為
の
駐
輪
場
整
備
」
の
二
項
目
に
つ

い
て
、
休
会
中
の
調
査
・
研
究
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
進
捗
状
況
の
確
認
や
問
題
点

の
改
善
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
質
問
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
会
派
「
輝
」
は
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な

ぐ
持
続
可
能
な
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
本
市
の
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

複
合
化
・
維
持
・
管
理
や
阪
急
長
岡
天
神

駅
周
辺
事
業
な
ど
山
積
す
る
課
題
に
対
し

て
、
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
反
映

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
議

員
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
進
藤
裕
之
・
大
伴
雅
章
・
　
　
　
　
　

　
綿
谷
正
已
・
冨
田
達
也
・
宮
小
路
康
文

　

　
３
月
12
日
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
聖
火
が
ギ
リ
シ
ャ
採
火
式
か
ら
福
島

県
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
、
全
国
を
回
り
ま
す
。

京
都
府
で
の
実
施
日
や
ル
ー
ト
選
定
、
特

に
本
市
の
状
況
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
、
日
本
で
の
開
催
を
子
ど
も

達
に
体
験
し
て
欲
し
い
と
の
想
い
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
市
ル
ー
ト
を

安
全
に
「
希
望
の
道
」
と
し
て
繋
い
で
行

け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
近
年
の
豪
雨
等
に
対
応
し
た
農
業
用
た

め
池
の
管
理
に
つ
い
て
、
大
雨
時
の
洪
水

調
節
機
能
や
土
砂
流
出
防
止
の
防
災
減
災

機
能
を
確
認
し
、
農
業
用
水
維
持
管
理
に

努
め
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
・
女
性

活
躍
・
男
性
支
援
な
ど
多
角
的
な
事
業
展

開
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
上
下
水
道
事

業
に
関
し
て
は
、
経
営
や
料
金
改
定
に
つ

い
て
、
市
民
に
対
し
て
充
分
な
説
明
と
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
一

方
、
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
振
興
助
成
に

関
す
る
請
願
に
対
し
て
は
、
本
市
子
育
て

環
境
充
実
の
観
点
か
ら
賛
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
、

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司
・
寺
嶋
智
美

　

　
本
市
の
保
育
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
就

学
前
児
童
数
が
４
４
０
０
人
弱
と
概
ね
横

ば
い
状
態
で
推
移
し
て
い
る
中
で
、
保
育

所
の
入
所
希
望
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
及
び
31
年
度
当
初
の
国
基
準

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
０
人
で
あ
る
も

の
の
、
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
含
ん
だ
年
度
当

初
の
市
基
準
の
待
機
児
童
は
30
年
度
が
72

人
、
31
年
度
が
69
人
と
、
一
定
数
お
ら
れ

る
状
況
で
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
の
「
第

２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
女
性
の
就
業
率
の
上
昇
や
、

昨
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
」
に
よ
る
保
育
ニ

ー
ズ
の
増
加
、
子
育
て
世
代
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
つ
い
て
分
析
を
し
て
、
各
事
業
の

適
切
な
見
込
み
量
を
設
定
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

実
現
に
向
け
て
、
来
年
度
か
ら
民
間
園
１

園
と
小
規
模
保
育
園
２
園
が
開
園
予
定
で

あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
待

機
児
童
の
動
向
を
み
て
、
小
規
模
保
育
園

が
あ
と
１
園
必
要
で
は
な
い
か
と
の
見
解

に
加
え
、
今
後
は
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、

保
育
内
容
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
上
村
真
造
　
白
石
多
津
子
　
田
村
直
義

　

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
と
希
望
と

　
　
活
力
に
満
ち
た
長
岡
京
市
の
構
築

　
公
明
党
は
、
令
和
元
年
十
二
月
議
会
定

例
会
に
提
出
さ
れ
た
様
々
な
議
案
に
つ
い

て
、
会
派
と
し
て
慎
重
に
議
論
を
重
ね
た

上
で
全
て
の
議
案
に
賛
成
致
し
ま
し
た
。

　
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
国
や
地
方
で
議

論
さ
れ
国
民
生
活
や
関
係
者
な
ど
に
大
き

く
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
課
題
に
つ
い

て
も
勉
強
会
を
事
前
に
行
い
、
意
見
書
と

い
う
形
で
議
会
に
提
出
さ
せ
て
頂
く
事
を

心
が
け
、
今
回
は
「
令
和
元
年
台
風
19
号

等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対
策
を

求
め
る
」
意
見
書
一
件
を
提
案
さ
せ
て
頂

き
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
公
明
党
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
十
二
月
に
は
、

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
関
す
る
実
態

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
事
業
者
と
利
用
者
対

象
に
行
い
、
国
民
に
と
っ
て
さ
ら
に
良
い

政
策
に
す
る
為
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
も
少
子
高
齢
化
社
会
に
直

面
し
、
社
会
保
障
費
増
加
は
免
れ
ず
厳
し

い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
　
　
　

　
公
明
党
は
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

希
望
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
さ
が
実
感
で

き
る
長
岡
京
市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　



会
派
と
は
、
同
じ
意

見
や
考
え
を
持
つ
議
員

が
集
ま
っ
て
つ
く
る
グ

ル
ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
12
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
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ま
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の
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安
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の
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対
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安
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。
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で
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や
担
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手
不
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な
ど
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で
す
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日
本
共
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党
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団
は
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必
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限

の
使
い
や
す
い
庁
舎
」「
市
民
に
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の
機

会
を
」
と
く
り
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し
求
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き
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
実
施
設
計
の
案
と
財
政
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画

を
示
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て
市
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の
意
見
募
集
を
」
と
求
め

ま
し
た
が
、
市
は
「
こ
れ
ま
で
も
聞
い
て

き
た
」
と
否
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
広
報

に
、「
面
積
１
・
５
倍
」「
費
用
１
０
０
億

円
」
は
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
長
は
２
期
目
に
な
り
、
公
共
施
設
使

用
料
10
％
値
上
げ
（
消
費
税
課
税
）
を
行

い
、
下
水
道
使
用
料
22
％
値
上
げ
も
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
税
の
使
い
方
に
つ
い
て
、

も
っ
と
市
民
と
対
話
す
べ
き
で
す
。
　
　

　

　
令
和
元
年
十
二
月
定
例
会
で
は
、
約
七

億
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
約

二
百
九
十
億
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
般

質
問
で
は
、
宮
小
路
議
員
か
ら
「
経
済
的

理
由
に
よ
る
教
育
格
差
」
「
不
登
校
児
童

の
教
育
支
援
」
「
公
共
施
設
再
編
整
備
構

想
に
お
け
る
学
校
施
設
」
の
三
項
目
、
進

藤
議
員
か
ら
「
事
業
コ
ス
ト
削
減
」
の
一

項
目
、
冨
田
議
員
か
ら
は
「
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
政
策
立
案
」
「
放
置
自
転
車
を

防
ぐ
為
の
駐
輪
場
整
備
」
の
二
項
目
に
つ

い
て
、
休
会
中
の
調
査
・
研
究
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
進
捗
状
況
の
確
認
や
問
題
点

の
改
善
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
質
問
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
会
派
「
輝
」
は
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な

ぐ
持
続
可
能
な
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
本
市
の
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

複
合
化
・
維
持
・
管
理
や
阪
急
長
岡
天
神

駅
周
辺
事
業
な
ど
山
積
す
る
課
題
に
対
し

て
、
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
反
映

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
議

員
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
進
藤
裕
之
・
大
伴
雅
章
・
　
　
　
　
　

　
綿
谷
正
已
・
冨
田
達
也
・
宮
小
路
康
文

　

　
３
月
12
日
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
聖
火
が
ギ
リ
シ
ャ
採
火
式
か
ら
福
島

県
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
、
全
国
を
回
り
ま
す
。

京
都
府
で
の
実
施
日
や
ル
ー
ト
選
定
、
特

に
本
市
の
状
況
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
、
日
本
で
の
開
催
を
子
ど
も

達
に
体
験
し
て
欲
し
い
と
の
想
い
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
市
ル
ー
ト
を

安
全
に
「
希
望
の
道
」
と
し
て
繋
い
で
行

け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
近
年
の
豪
雨
等
に
対
応
し
た
農
業
用
た

め
池
の
管
理
に
つ
い
て
、
大
雨
時
の
洪
水

調
節
機
能
や
土
砂
流
出
防
止
の
防
災
減
災

機
能
を
確
認
し
、
農
業
用
水
維
持
管
理
に

努
め
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
・
女
性

活
躍
・
男
性
支
援
な
ど
多
角
的
な
事
業
展

開
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
上
下
水
道
事

業
に
関
し
て
は
、
経
営
や
料
金
改
定
に
つ

い
て
、
市
民
に
対
し
て
充
分
な
説
明
と
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
一

方
、
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
振
興
助
成
に

関
す
る
請
願
に
対
し
て
は
、
本
市
子
育
て

環
境
充
実
の
観
点
か
ら
賛
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
、

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司
・
寺
嶋
智
美

　

　
本
市
の
保
育
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
就

学
前
児
童
数
が
４
４
０
０
人
弱
と
概
ね
横

ば
い
状
態
で
推
移
し
て
い
る
中
で
、
保
育

所
の
入
所
希
望
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
及
び
31
年
度
当
初
の
国
基
準

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
０
人
で
あ
る
も

の
の
、
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
含
ん
だ
年
度
当

初
の
市
基
準
の
待
機
児
童
は
30
年
度
が
72

人
、
31
年
度
が
69
人
と
、
一
定
数
お
ら
れ

る
状
況
で
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
の
「
第

２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
女
性
の
就
業
率
の
上
昇
や
、

昨
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
」
に
よ
る
保
育
ニ

ー
ズ
の
増
加
、
子
育
て
世
代
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
つ
い
て
分
析
を
し
て
、
各
事
業
の

適
切
な
見
込
み
量
を
設
定
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

実
現
に
向
け
て
、
来
年
度
か
ら
民
間
園
１

園
と
小
規
模
保
育
園
２
園
が
開
園
予
定
で

あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
待

機
児
童
の
動
向
を
み
て
、
小
規
模
保
育
園

が
あ
と
１
園
必
要
で
は
な
い
か
と
の
見
解

に
加
え
、
今
後
は
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、

保
育
内
容
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
上
村
真
造
　
白
石
多
津
子
　
田
村
直
義

　

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
と
希
望
と

　
　
活
力
に
満
ち
た
長
岡
京
市
の
構
築

　
公
明
党
は
、
令
和
元
年
十
二
月
議
会
定

例
会
に
提
出
さ
れ
た
様
々
な
議
案
に
つ
い

て
、
会
派
と
し
て
慎
重
に
議
論
を
重
ね
た

上
で
全
て
の
議
案
に
賛
成
致
し
ま
し
た
。

　
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
国
や
地
方
で
議

論
さ
れ
国
民
生
活
や
関
係
者
な
ど
に
大
き

く
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
課
題
に
つ
い

て
も
勉
強
会
を
事
前
に
行
い
、
意
見
書
と

い
う
形
で
議
会
に
提
出
さ
せ
て
頂
く
事
を

心
が
け
、
今
回
は
「
令
和
元
年
台
風
19
号

等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対
策
を

求
め
る
」
意
見
書
一
件
を
提
案
さ
せ
て
頂

き
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
公
明
党
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
十
二
月
に
は
、

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
関
す
る
実
態

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
事
業
者
と
利
用
者
対

象
に
行
い
、
国
民
に
と
っ
て
さ
ら
に
良
い

政
策
に
す
る
為
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
も
少
子
高
齢
化
社
会
に
直

面
し
、
社
会
保
障
費
増
加
は
免
れ
ず
厳
し

い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
　
　
　

　
公
明
党
は
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

希
望
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
さ
が
実
感
で

き
る
長
岡
京
市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　


